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第 2 章では，第一世代の国際共通線信号方式である No. 6 通信方式に関して，通話回線を識別するためのラベルの容
量に制約があることから，その割当の最適化のために，グラフ彩色アルゴリズムを適用することを提案している。ま
た，実際の国際信号網の運用・管理への利用を通して，その有効性を実証しているo 次に，最新の信号方式である No.
7 共通線信号方式に規定された誤り訂正法である，基本法， PCR 法，再送基本法の特性を明らかにしている o また，
転送遅延時間や伝送エラー特性が異なる衛星回線や海底ケープル等，様々な伝送路の特性に応じて適用すべき誤り訂





















第 6 章では，第 2 章から第 5 章までの成果をまとめ，本論文の結論を述べている。
論文審査の結果の要旨







示すと同時に，本アルゴリズムを国際No. 6 信号網へ適用し，その有効性を裏付けている o
(2) NO.7 信号方式の各誤り訂正方式の各種国際信号路への適用領域を明らかにし，実際の方式の選択に適用しているo
また， PCR エラー訂正法の強制再送手順の改善策を提案し，国際基準として採択されている。
(3) ATM を基本とする B-ISDN における，マルチメディアに対応した信号方式の基本構成，特に呼制御とコネク
ション制御を分離し，信号網もこれに対応して論理的に二つのレベルに分けるべきことを提示しており， これが今
日の国際標準化の基礎となっているo
(4) 各種のグローパル通信サービスを実現するための網機能の階層分けと，複数網に亘ってサービスを提供すること
を考慮に入れたグローパルネットワーキングモデルを提案し，このモデルを具体的に各種サービスへ適用し，モデ
ルの有効性を検証している o
(5) 複数網間に亘るインテリジェントネットワークのグローパル化における，網間の信号方式上の相互作用を明らか
にし，特に複数の網運用業者間での共用信号網の実現，回線対応信号網と回線非対応信号網の明確な分離等，今後
の共通線信号方式の発展，高度化の方向性を提案している o
以上のように，本論文は，通信網において神経系の役割を司る信号方式の国際網への適用法を明らかにすると同時
に，サービスのマルチメディア化とグローパル化の中で、の，信号方式及び信号網の発展の方向を明らかにしている。
また，本研究成果は，既に実際の網実装や標準に反映され，あるいは標準化の場等での検討の基礎となっているo 通
信のグローパリゼーションやマルチメディア化は今後益々発展する方向であり，本研究は，その発展を支える l つの
礎石となるものであり，情報システム・通信工学に寄与するところが大きし」よって本論文は，博士論文として価値
あるものと認める o
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